
　

今
後
５
年
間
に
わ
た
り
上
京
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
う
え
で
、指
針
と
な
る
区
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
人
口
に
つ
い
て
、
３
つ
の
視
点

か
ら
分
析
し
ま
す
。

　

上
京
区
の
人
口
は
、
前
区
基
本
計
画
策
定
時
８
万

３
２
６
４
人
か
ら
、
令
和
２
年
推
計
値
で
８
万
４
９
７
０
人

と
な
っ
て
お
り
、
共
同
住
宅
の
増
加
等
※
を
背
景
に
、
人
口
減

少
に
一
定
の
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
、

上
京
区
の
人
口
を
今
後
も
維
持
・
増
加
さ
せ
る
の
は
、
大

変
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

１  

区
基
本
計
画
の
策
定
背
景

 

⑴ 

定
住
人
口

800

600

400

200

0

-200

-400

-600

-800

800

600

400

200

0

-200

-400

-600

-800

（人）

424

78 33

-346 -382 -398

-193

-477

-333

415
205 144

415

-81 -162

-525

-687
-496

平成27年 平成28年

人口増減

※数値は京都市推計人口統計調査による住民基本台帳の異動数。（前年10月～当該年9月）

自然動態 社会動態

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

人口増減

資料：京都市推計人口

0

200

400

600

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
2年

（人）
上京区における出生数の推移

※数値は住民基本台帳による。（前年10月～当該年9月）
資料：京都市推計人口

509
539 559 538

504 507 499 492
458

421
368

90,000

88,000

86,000

84,000

82,000

80,000

78,000

76,000

74,000

72,000

70,000

83,264

85,113 84,970
83,823

82,497
80,830

78,875

76,751

平成
22年

平成
27年

令和
2年

令和
7年

令和
12年

令和
17年

令和
22年

令和
27年

資料：平成 22年～平成 27年は国勢調査
　　　令和 2年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計
　　　人口（平成 30年 3月公表）」に基づく推計値

上京区の人口の推移及び将来推計（人）

第
２
章　

区
基
本
計
画
の
策
定

背
景
・
現
状
と
課
題

※
平
成
25
年
の
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
学
部
統
合
移
転
に
よ
る
人
口

増
要
因
を
含
む
。

様 な々人たちによって
上京のまちづくりが
支えられています。
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第２章　区基本計画の策定背景・現状と課題

　

上
京
区
外
か
ら
の
観
光
客
や
通
勤
・
通
学
者
等
の
交

流
人
口
の
増
加
は
、
地
域
の
活
性
化
に
と
っ
て
重
要
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
上
京
区
は
、
京
都
市
内
で
も
屈
指
の

観
光
資
源
を
有
し
て
い
る
わ
り
に
、
比
較
的
観
光
客
が
少

な
く
、
ま
た
、
同
志
社
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
生
世

代
は
多
い
も
の
の
、
区
外
か
ら
の
通
勤
者
も
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
観
光
客
の
来
訪
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
観
光
公

害
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
留
意
し
、
市
民
生
活
と
の
調
和

を
最
大
限
重
視
し
つ
つ
、
市
民
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
観

光
の
実
施
や
、
産
業
の
振
興
を
図
る
う
え
で
も
、
交
流
人

口
の
増
加
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 
⑵ 
交
流
人
口

大
枝
・
大
原
野
周
辺

京
北
周
辺

醍
醐
周
辺

岩
倉
周
辺

高
雄
周
辺

一
乗
寺
・
修
学
院
周
辺

大
原
・
八
瀬
周
辺

山
科
周
辺

鞍
馬
・
貴
船
周
辺

太
秦
・
花
園
周
辺

烏
丸
御
池
・
烏
丸
四
条
周
辺

松
尾
・
桂
周
辺

上
賀
茂
・
鷹
峯
・
紫
野
周
辺

下
鴨
・
北
山
周
辺

西
陣
・
北
野
周
辺

京
都
御
所
周
辺

銀
閣
寺
・
哲
学
の
道
・
百
万
遍
周
辺

岡
崎
・
蹴
上
周
辺

伏
見
周
辺

東
山
七
条
周
辺

き
ぬ
か
け
の
路
周
辺

二
条
城
・
壬
生
周
辺

嵯
峨
嵐
山
周
辺

河
原
町
三
条
・
四
条
周
辺

京
都
駅
周
辺

清
水
・
祇
園
周
辺

0

20

40

60 53.9

46.1

30.3

23.2

15.9 15.8 15.6 14.8 13.4 11.5
8.3 8.0 6.5 4.5 4.3 3.9 2.9 2.8 2.2 2.1 1.7 1.3 1.2 0.9 0.3 0.2

資料：京都観光総合調査（令和元年）

（％） 京都を訪れる国内観光客の訪問地

下
鴨
神
社

三
十
三
間
堂

河
原
町
・
四
条
周
辺

東
山

嵐
山
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク

平
安
神
宮

東
福
寺

南
禅
寺

高
台
寺

東
寺

伏
見
（
伏
見
稲
荷
大
社
以
外
）

龍
安
寺

京
都
駅
周
辺

京
都
タ
ワ
ー

錦
市
場

銀
閣
寺

京
都
御
所

八
坂
神
社

祇
園

嵐
山
・
嵯
峨
野

ギ
オ
ン
コ
ー
ナ
ー

金
閣
寺

伏
見
稲
荷
大
社

二
条
城

清
水
寺

資料：京都観光総合調査（令和元年）

0

20

40

60

80（％）
66.6

57.3
52.1

46.8

30 29.7 29.2 27
22.7 21.9

18.5 18.4
14.8

11.7 11.5 10.5 9.9 9.6 9.4 9.1 9.1 8.9 8.7 8.5 8.4

京都を訪れる外国人観光客の訪問地　トップ25

第
2
章
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上
京
区
の
誇
る
地
域
力
の
源
泉
は
、
多
く
の
区
民
が
地

域
活
動
の
担
い
手
と
な
り
、
ま
た
、
地
域
行
事
に
参
加
し
、

そ
う
し
た
つ
な
が
り
の
中
で
、
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え

合
う
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
関
係
人
口
が
多
い
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
近

隣
関
係
が
希
薄
化
し
、
地
域
の
担
い
手
不
足
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
以
前
よ
り
も
近

所
で
の
声
掛
け
が
増
え
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
も
見
ら
れ

る
な
ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る

兆
し
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
定
住
人
口
が
減
少
し
て
も
、
関
係
人
口
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。　

 

⑶ 

関
係
人
口

0

20

40

60

80

100
（%）

資料：西陣を中心とした地域活性化ビジョン（平成 25年調査）

行政区別地蔵盆の実施率

90.4 88.7 85.1 85.1 81.9 81.4 78.8 78.0 76.6
72.9

66.4 65.4

東山区 上京区 北区 中京区 右京区 下京区 京都市 南区 山科区 左京区 伏見区 西京区

60

70

80

平成24年度 平成30年度平成28年度平成26年度平成25年度

資料：京都市自治会・町内会アンケート報告書（各年）

自治会・町内会加入率（%）

74.6

70.3
71.3

69.3

73.4

67.7
68.5

69.869.669.8

上京区 京都市
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第２章　区基本計画の策定背景・現状と課題

　

区
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
以
下
の
よ
う

に
現
状
と
課
題
を
４
つ
の
切
り
口
で
ま
と
め
ま
し
た
。

　

上
京
区
で
は
、
学
区
や
町
内
会
単
位
で
、
地
域
の
自

治
、
福
祉
、
防
災
と
い
っ
た
様
々
な
取
組
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
な
ら
で
は
の
歴
史
や
文
化

を
継
承
し
な
が
ら
、
世
代
や
価
値
観
を
超
え
た
交
流
を

育
ん
で
き
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

少
子
化
や
単
身
・
共
働
き
世
帯
、
外
国
籍
市
民
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
担
い
手
の
不
足
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
課
題
や
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
居
住
者
数
も
、
平
成
25
年
と
比
較
し

て
約
３
割
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
営
ま
れ
て
き
た
地
域
で

の
支
え
合
い
や
、
歴
史
、
伝
統
文
化
、
自
然
と
の
関
わ

り
方
と
い
っ
た
地
域
に
お
け
る
普
遍
的
な
価
値
を
将
来

に
わ
た
っ
て
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
こ
う
し
た
課
題

へ
の
取
組
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２  
現
状
と
課
題
を
４
つ
の
切
り
口

　

  
か
ら
分
析

 

⑴ 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

上京区の単身世帯数の推移

0

10,000

20,000

30,000

14,470

2,682 3,175 3,927 4,336 4,872 5,495

16,720
18,551

20,852
23,263

平成
2年

平成
7年

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

27,386

資料：国勢調査（各年）

単身世帯数

高齢単身世帯数

135,000

140,000

145,000
京都市の共働き世帯数の推移（世帯） （％）

40

42

44

46

48

50

平成24年 平成29年

資料：就業構造基本調査
※「共働き世帯」は夫婦のいる世帯のうち，夫婦ともに有業者の世帯。

共働き世帯数

共働き世帯比率

48.3

142,200

44.0

136,600

上京区の生産年齢人口の推移及び将来推計

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000
52,614

平成
22年

平成
27年

令和
2年

令和
7年

令和
12年

令和
17年

令和
22年

令和
27年

50,468
54,44053,83752,59050,600

47,577
44,990

資料：平成 22年～平成 27年は国勢調査
　　　令和 2年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口
　　　（平成 30年 3月公表）」に基づく推計値

上京区の外国人居住者数の推移

0

2

4

6

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
外国人居住者数

外国人居住者比率

（人） （%）

3.2

2,473 2,582 2,815 3,012 3,173 3,337 3,597 3,167

4.70
4.24.36

4.123.90
3.65

3.35

資料：住民基本台帳（各年10月1日現在）

平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
2年

第
2
章

「ライフスタイル」「安心安全」
「まちの活力」
「はぐくみ・継承」
の４つの切り口から
課題を明らかにします。
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上
京
区
で
は
、
平
成
28
年
12
月
に
、
区
民
約
５
０
０
人

か
ら
回
答
を
得
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
88
・
５
％
の
区

民
が
「
総
じ
て
上
京
区
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
刑
法
犯
認
知
件
数
や
交
通
事
故
の
減
少
傾
向
、

火
災
発
生
件
数
が
低
位
に
推
移
、
人
口
当
た
り
の
刑
法
犯

認
知
件
数
が
、
11
行
政
区
中
、
低
い
方
か
ら
第
４
番
目

〔
６
２
９
件
（
令
和
元
年
）〕
と
い
っ
た
デ
ー
タ
か
ら
も
、

体
感
治
安
が
非
常
に
高
い
ま
ち
で
す
。

　

他
方
で
、
刑
法
犯
認
知
件
数
の
中
で
も
、
自
転
車
盗
の

比
率
や
、
自
転
車
・
高
齢
者
に
関
わ
る
交
通
事
故
の
割
合

が
高
い
こ
と
や
、
全
国
共
通
の
指
標
に
基
づ
き
、
区
内
17

学
区
の
う
ち
７
学
区
が
木
造
密
集
市
街
地
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
地
震
や
火
災
の
発
生
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受

け
や
す
い
都
市
構
造
で
あ
る
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、区
内
に
は
、約
10
・
７
％
の
空
き
家
が
存
在（
平

成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
）
し
、
将
来
的
な
人
口
の

減
少
や
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
更
な
る
空
き
家
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

空
き
家
の
増
加
は
、
ま
ち
の
活
力
低
下
、
地
域
の
防
災

や
防
犯
、
生
活
環
境
、
景
観
な
ど
に
悪
影
響
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
個
人
を
超
え
た
地
域
全
体
の
課
題

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

 

⑵ 

安
心
安
全

平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

35.9 36.0 35.7

30.6

34.4
32.5 32.9

資料：上京警察署

上京区の交通事故・自転車事故の発生状況の推移

315

113

258

93

227

81

206

63

151 155
183

63 49 51

交通事故 自転車事故 自転車事故割合

（人） （%）

0

100

200

300

400

500

600

20

30

40

平成20年 平成25年 平成30年

20

15

10

5

0

（％）

14.1 14.0

14.0
12.7

10.7

12.9

空き家率の推移

京都市

上京区

資料：住宅・土地統計調査

刑法犯罪発生認知件数（令和元年）
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1,000

1,500

2,000

東
山
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西
京
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上
京
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山
科
区

南
区

左
京
区

右
京
区

中
京
区

下
京
区

伏
見
区

1,325

1,686

1,406

1,153

947 875
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629 614 559
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（件）

平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

資料：京都市統計書

火災発生件数の推移

236 232
256 249

230
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京都市 上京区
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300
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第２章　区基本計画の策定背景・現状と課題

　

地
域
の
主
要
産
業
で
あ
る
西
陣
織
の
出
荷
額
は
、
24
年

間
で
約
９
割
減
少
〔
２
７
９
５
億
円
（
平
成
２
年
）
→

３
３
４
億
円
（
平
成
26
年
）〕
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
職
住
近
接
の
暮
ら
し
〔
13
・
３
％
（
平

成
２
年
）
→
3.6
％
（
平
成
27
年
）〕、
歴
史
あ
る
京
町
家

〔
９
８
０
７
件（
平
成
20
年
）→
８
５
２
１
件（
平
成
28
年
）〕

の
減
少
や
、
商
店
街
の
衰
退
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
、
歴
史
や
文
化
を
は
じ
め

と
し
た
区
内
の
有
形
無
形
の
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
潤

い
創
出
や
、
西
陣
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力

発
信
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
起
業
家
）
支
援
等
を
通
じ
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

 
⑶ 
ま
ち
の
活
力

昭和63年 平成9年 平成19年 平成29年

上京区の年間製造品出荷額・商品販売額
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1,000
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899
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1,611

340407

年間商品販売額

資料：工業統計調査，商業統計

年間製造品出荷額

（億円）

15
（％）

区内常住従業者のうち自宅で
製造業に従事する者の割合

13.3
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3.13.6
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1.2
2.5 2.6 2.1

1.4 1.5

4.5

5.9

2.8
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資料：国勢調査
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左
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京
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東
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下
京
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南
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右
京
区

伏
見
区

山
科
区

西
京
区

平成
2年

平成
5年

平成
8年

平成
11年

平成
14年

平成
17年

平成
20年

平成
23年

平成
26年

平成
29年

0
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1,000
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2,000
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3,000

（億円）

2,795

2,014

1,529

898

606 708 580
355 334 308

西陣織出荷金額の推移

※数値は「西陣機業調査」による。 資料：西陣生産概況（令和元年）

京町家の軒数

資料：京町家まちづくり調査

※数値は平成 20・21年度「京町家まちづくり調査」、
　平成 28年度「京町家基礎調査に係るボランティア調査」による。
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4,000
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6,141
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6,3626,887

上京区

平成20・21年度 平成28年度

中京区 東山区 下京区
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上
京
区
に
お
け
る
年
間
出
生
数
は
減
少〔
５
３
９
名（
平

成
22
年
）
→
３
７
２
名
（
令
和
２
年
）〕
す
る
中
、
価

値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
地
域

で
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
進
ん
で
お
り
、
子
ど
も
や

若
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
更
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
高
齢
化
率
も
上

昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が

る
取
組
も
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
８
０
５
０
問
題
や
、
そ
れ
に
付

随
す
る
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
問
題
を
抱
え
る
家
庭
、
一

人
親
世
帯
を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て
世
帯
が
、
地
域
や

日
常
生
活
の
中
で
「
つ
な
が
り
の
貧
困
」
に
陥
ら
な
い

よ
う
な
支
え
合
い
の
取
組
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

⑷ 

は
ぐ
く
み
・
継
承

0 20 40 60 80 100

平成17年

平成27年

資料：国勢調査

（％）

夫婦のみ 夫婦と子供 夫婦と子供と親 夫婦と親

片親と子供 その他の世帯 単身世帯

上京区の世帯の種類
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上京区における出生数の推移

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
2年

※数値は住民基本台帳による。〔暦年計（1月～12月）〕
資料：京都市推計人口
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上京区の高齢者人口と高齢化率の推移

34,904 35,829

11,996

27.1 27.0 27.1 27.7 28.9
31.2

33.0

25,30724,61523,38922,82822,68622,94522,908

12,884 14,370 14,031 13,539 13,525
14,241

37,056 36,859 36,928 38,140 39,548

65 歳以上人口 75歳以上人口

※平成 27年の国勢調査結果をもとに推計している。 資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 30年 3月公表）」に基づく推計値

65歳以上人口割合（高齢化率）
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第２章　区基本計画の策定背景・現状と課題

～ 上京区の未来への様々な御意見をいただきました ～

皆様から
寄せられたお声を
一部御紹介します！

次のページからは，皆様からい
ただいた数多くの御意見等を
踏まえて策定した今後 5年間
の取組を掲載しています。
一緒に見ていきましょう！
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　区基本計画の策定に当たっては，上京区民会議をは
じめ，小学生から大人まで，多くの方々とのワーク
ショップ等を通じて，上京の未来のまちづくりの基と
なる様々な御意見・アイデアをいただきました。
　ワークショップ等でいただいたアイデア等の一部
は，区基本計画に盛り込み，区民の皆様との協働によ
り具体化していきたいと考えています。

地元の商店街ＰＲのためのポスターを作りたい。
近くにあるお寺や神社をもっとＰＲしたい。
買い物に便利なショッピングモールがほしい。
子どもから大人まで全員が楽しめる施設がほしい。

道路に街灯を設置して，夜の道を明るくしてほしい。
公園やスポーツ施設を増やしてほしい。
地域のお祭りや運動会を続けてほしい。
道の通り名がわかる看板を増やしてほしい。
上京のまちに緑が増えるといい。
大学生とイベントをやりたい。
まちをきれいにする活動があれば参加したい。

着物を着る機会があるといい。
昔からの住民と新たな住民の交流が必要だと思う。
自転車の駐輪場を増やしてほしい。
上京の魅力を知らない人が多いのでもっと発信してはどうか。

若者，高齢者，障害者等がともに暮らせるまちづくりを。
二条城より北への観光客の誘導を考える必要がある。
地域とマンション住民のつながりづくりが必要。
地域のお店で買い物をしていただくことで，地域のお金
　を地域で回す取組につなげる必要がある。
地域の中小企業は地域の雇用，活性化を担っている。
地域住民の視点からもまちづくりに関わっていきたい。

中学生の声

小学生の声

大学生の声

地域企業の声
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